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(57)【要約】
【課題】使用者に妊婦の動作をより忠実に体験させるこ
とができる妊婦体験用部材及び妊婦体験用装着具を提供
する。
【解決手段】妊婦体験用部材６０は、液体保持部１と、
模擬胎児部材２と、を備える。液体保持部１は、内部に
入れられた液体３を保持する。模擬胎児部材２は、液体
保持部１の内部に配置される。液体保持部１は、内部と
外部との間で液体３を出し入れ可能な液体取り換え口を
備えてもよい。液体３は、水であってもよい。模擬胎児
部材２は、模擬頭部４と模擬体部５とが連結されて形成
されてもよい。
【選択図】図３
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　内部に入れられた液体を保持する液体保持部と、
　前記液体保持部の内部に配置される模擬胎児部材と、
　を備える、
　妊婦体験用部材。
【請求項２】
　前記液体保持部は、
　内部と外部との間で前記液体を出し入れ可能な液体取り換え口を備える、
　請求項１に記載の妊婦体験用部材。
【請求項３】
　前記液体は、
　水である、
　請求項１又は２に記載の妊婦体験用部材。
【請求項４】
　前記模擬胎児部材は、
　第１の部材と第２の部材とが連結されて形成されている、
　請求項１から３のいずれか一項に記載の妊婦体験用部材。
【請求項５】
　前記第１の部材は、第１の樹脂で形成され、
　前記第２の部材は、前記第１の樹脂より比重の小さい第２の樹脂で形成されている、
　請求項４に記載の妊婦体験用部材。
【請求項６】
　前記第１の部材は、第１の樹脂で形成され、金属を内部に備え、
　前記第２の部材は、前記第１の樹脂より比重の小さい第２の樹脂で形成されている、
　請求項４に記載の妊婦体験用部材。
【請求項７】
　前記第１の部材は、第１の樹脂で形成され、金属からなるバラストを内部に備え、
　前記第２の部材は、前記第１の樹脂より比重の小さい第２の樹脂で形成されている、
　請求項４に記載の妊婦体験用部材。
【請求項８】
　前記第１の部材は、金属で形成され、
　前記第２の部材は、樹脂で形成されている、
　請求項４に記載の妊婦体験用部材。
【請求項９】
　前記第１の部材の表面には、
　防錆加工が施されている、
　請求項８に記載の妊婦体験用部材。
【請求項１０】
　請求項１から９のいずれか一項に記載の妊婦体験用部材を備える、
　妊婦体験用装着具。
【請求項１１】
　開閉可能な開口部を有する格納部をさらに備え、
　前記妊婦体験用部材は、
　前記開口部を通して前記格納部の内部に格納される、
　請求項１０に記載の妊婦体験用装着具。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、妊婦体験用部材及び妊婦体験用装着具に関する。
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【背景技術】
【０００２】
　妊婦の動作は、お腹の膨らみによって妊娠前よりも制限される。妊娠時の状態を体験す
るために、妊婦体験用装着具が提案されている。例えば、特許文献１には、シリコーンゴ
ム等の軟質部材よりなる模擬胎児羊水部を備えるエプロン状の妊婦体験シミュレーション
モデルが開示されている。該妊婦体験シミュレーションモデルによれば、軟質部材が胎児
の感触に近いため、より生体に近い感触が得られる。
【０００３】
　また、特許文献２には、空気を出し入れ可能な空気袋部からなる擬似胎児羊水部と、空
気袋部と使用者の腹部との間に介在するシート状のおもりと、を備える妊婦体験シミュレ
ーターが開示されている。該妊婦体験シミュレーターでは、擬似胎児羊水部の体積を、容
易に細かく調節することができる。これにより、胎児の成長に伴う前屈域の減少、及び足
元の視界の不良さ等を体験することができる。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００４】
【特許文献１】特開平９－１４６４５１号公報
【特許文献２】特開２００１－２８２０９３号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００５】
　上記特許文献１に開示された妊婦体験シミュレーションモデルでは、模擬胎児羊水部が
固体で、使用者に対して固定される。このため、該妊婦体験シミュレーションモデルを装
着した使用者が動作した際、軟質部材の動きはほぼ剛体の力学に従う。特許文献２に開示
された妊婦体験シミュレーターでも同様に、使用者が動作した際のシート状のおもりの動
きは剛体の力学に従う。
【０００６】
　しかし、胎児は液体である羊水中に存在し、子宮内で固定されていない。よって、妊婦
は、剛体に加え、液体の力学に基づく影響を胎児から受ける。上記特許文献１に開示され
た妊婦体験シミュレーションモデル及び特許文献２に開示された妊婦体験シミュレーター
では、液体の力学による影響が反映されておらず、妊婦が動作時に感じる身体バランスの
乱れ又は動作の制限を忠実に体験できるとは言い難い。
【０００７】
　本発明は、上記実情に鑑みてなされたものであり、使用者に妊婦の動作をより忠実に体
験させることができる妊婦体験用部材及び妊婦体験用装着具を提供することを目的とする
。
【課題を解決するための手段】
【０００８】
　本発明の第１の観点に係る妊婦体験用部材は、
　内部に入れられた液体を保持する液体保持部と、
　前記液体保持部の内部に配置される模擬胎児部材と、
　を備える。
【０００９】
　この場合、前記液体保持部は、
　内部と外部との間で前記液体を出し入れ可能な液体取り換え口を備える、
　こととしてもよい。
【００１０】
　また、前記液体は、
　水である、
　こととしてもよい。
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【００１１】
　また、前記模擬胎児部材は、
　第１の部材と第２の部材とが連結されて形成されている、
　こととしてもよい。
【００１２】
　また、前記第１の部材は、第１の樹脂で形成され、
　前記第２の部材は、前記第１の樹脂より比重の小さい第２の樹脂で形成されている、
　こととしてもよい。
【００１３】
　また、前記第１の部材は、第１の樹脂で形成され、金属を内部に備え、
　前記第２の部材は、前記第１の樹脂より比重の小さい第２の樹脂で形成されている、
　こととしてもよい。
【００１４】
　また、前記第１の部材は、第１の樹脂で形成され、金属からなるバラストを内部に備え
、
　前記第２の部材は、前記第１の樹脂より比重の小さい第２の樹脂で形成されている、
　こととしてもよい。
【００１５】
　また、前記第１の部材は、金属で形成され、
　前記第２の部材は、樹脂で形成されている、
　こととしてもよい。
【００１６】
　また、前記第１の部材の表面には、
　防錆加工が施されている、
　こととしてもよい。
【００１７】
　本発明の第２の観点に係る妊婦体験用装着具は、
　上記本発明の第１の観点に係る妊婦体験用部材を備える。
【００１８】
　この場合、開閉可能な開口部を有する格納部をさらに備え、
　前記妊婦体験用部材は、
　前記開口部を通して前記格納部の内部に格納される、
　こととしてもよい。
【発明の効果】
【００１９】
　本発明によれば、使用者に妊婦の動作をより忠実に体験させることができる。
【図面の簡単な説明】
【００２０】
【図１】妊娠３０週頃の妊婦における子宮と子宮内の胎児との位置関係を示す図である。
【図２】使用者が装着した状態の妊婦体験用装着具を示す図である。
【図３】格納部の断面を示す図（その１）である。
【図４】格納部の断面を示す図（その２）である。
【図５】使用者が歩行時に加速した際の模擬胎児部材の動きを示す図である。
【図６】使用者が歩行時に減速した際の模擬胎児部材の動きを示す図である。
【図７】使用者が椅子から立ち上がる際の模擬胎児部材の動きを示す図である。
【図８】使用者が椅子からの立ち上がりを終了する際の模擬胎児部材の動きを示す図であ
る。
【発明を実施するための形態】
【００２１】
　本発明に係る実施の形態について図面を参照して説明する。なお、本発明は下記の実施
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の形態および図面によって限定されるものではない。
【００２２】
　（実施の形態）
　図１は、妊娠３０週頃の妊婦における子宮と子宮内の胎児との位置関係を示す模式図で
ある。妊娠３０週頃の胎児は、体重が約１５００ｇになり、子宮内でよく動くようになる
。妊娠３０週頃の子宮内には約６００ｍＬの羊水が含まれる。妊婦の腹囲は、個人差があ
るものの、約８０ｃｍになる。本実施の形態に係る妊婦体験用装着具１００は、胎児の成
長によって腹囲が大きくなり、足下が見えづらくなる妊娠３０週頃の妊婦の状態を体験す
るのに特に適している。
【００２３】
　次に、図２～図４を参照して、妊婦体験用装着具１００の構成を説明する。図２に示す
ように、妊婦体験用装着具１００は、胴着として使用者２００が装着することができる。
妊婦体験用装着具１００は、本体部１０と、模擬乳房部２０と、肩掛け部３０と、格納部
４０と、ファスナー５０と、を備える。
【００２４】
　本体部１０は、使用者２００の胴回りを覆うように装着される。本体部１０は、胴回り
方向の一端に面ファスナーのループを備え、他端に面ファスナーのフックを備える。本体
部１０は、使用者２００の背中で該面ファスナーが着脱可能に結合されることで使用者２
００に装着される。本体部１０には、模擬乳房部２０が設けられている。模擬乳房部２０
は、乳房の体積と同程度の体積のポリウレタンフォーム等の軟質部材を内部に収納する。
【００２５】
　肩掛け部３０は、本体部１０の上部に設けられている。肩掛け部３０が使用者２００の
肩に掛かることで、本体部１０が使用者２００の胴回りに保持される。肩掛け部３０も面
ファスナーを介して、使用者２００の背中で本体部１０と着脱可能に結合される。
【００２６】
　格納部４０は、妊婦体験用装着具１００の装着時に使用者２００の腹部前面に配置され
るように本体部１０に固定されている。格納部４０は、開閉可能な開口部を有する。格納
部４０の開口部は、ファスナー５０によって開閉可能となっている。格納部４０の内部に
は、開口部を通して妊婦体験用部材６０が格納される。
【００２７】
　図３は、図２に示す破線Ａで格納部４０を使用者２００の肩幅方向に切断したときの断
面を示す。さらに、図３の破線Ｂで切断した格納部４０の断面を図４に示す。妊婦体験用
部材６０は、液体保持部１と、模擬胎児部材２と、を備える。液体保持部１は、ゴムで袋
状に形成されている。液体保持部１は、内部に入れられた液体３を保持する。液体保持部
１は、内部と外部との間で液体３を出し入れ可能な液体取り換え口を備える。液体３は特
に限定されないが、例えば水である。
【００２８】
　液体保持部１の内部には、模擬胎児部材２が配置される。より詳細には、模擬胎児部材
２は、模擬頭部（第１の部材）４と模擬体部（第２の部材）５とが連結されて形成されて
いる。模擬頭部４及び模擬体部５の材質は特に限定されない。例えば、模擬頭部４は、鉄
などの金属で形成され、模擬体部５は、塩化ビニル樹脂等の樹脂で形成されている。模擬
頭部４と模擬体部５とは、接着剤を用いて連結される。
【００２９】
　模擬頭部４及び模擬体部５の形状は任意であるが、好ましくは、模擬頭部４が球状に、
模擬体部５が扁球状に形成される。なお、模擬胎児部材２全体の形状を胎児の模した形状
にしてもよい。
【００３０】
　液体保持部１、液体３、模擬頭部４及び模擬体部５は、それぞれ子宮、羊水、胎児の頭
及び胎児の頭部以外の部分を模している。妊娠３０週頃には、上述のように羊水の体積が
約６００ｍＬとなるため、液体３の体積は好適には４００～８００ｍＬ、又は５００～７
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００ｍＬ、好ましくは５５０～６５０ｍＬ、特に好ましくは６００ｍＬである。妊娠３０
週頃の胎児に合わせて、模擬胎児部材２の重量は、好ましくは約１５００ｇである。模擬
頭部４の周囲長は、２０～４０ｃｍ、２２～３５ｃｍ、又は２４～３０ｃｍ、好ましくは
２８ｃｍである。模擬体部５の最長部分の長さは、３０～５０ｃｍ、３５～４５ｃｍ、又
は３８～４２ｃｍ、好ましくは４０ｃｍである。
【００３１】
　模擬頭部４及び模擬体部５の各最長部分の長さの比は、１：２～４、好ましくは１：３
（３頭身）である。また、模擬頭部４及び模擬体部５の重量比は、３：１、２：１、１．
５：１又は１：１に調整される。
【００３２】
　模擬頭部４が金属で形成されている場合、模擬頭部４の表面は、防錆加工が施されても
よい。防錆加工は、公知の方法で行われてよく、例えば、ケイ酸塩、リン酸塩、アミン等
で模擬頭部４の表面に被膜を形成すればよい。
【００３３】
　次に、妊婦体験用装着具１００を使用時に、妊婦体験用部材６０が使用者２００に及ぼ
す影響について、図５～図８を参照して説明する。
【００３４】
　図５は、妊婦体験用装着具１００を装着した使用者２００がｘ軸の正の方向に一定速度
で歩行時に加速した際の模擬胎児部材２の動きを模式的に示す図である。一定速度で歩行
中は、加速度が０ｍ／ｓ２であるため、ｘ軸方向において模擬胎児部材２が使用者２００
に及ぼす力はない。使用者２００が加速すると、慣性の法則により、液体３と模擬胎児部
材２とが液体保持部１を介して、使用者２００にｘ軸の負の方向に力を作用させる。この
とき、流体である液体３による力が先に使用者２００に加わり、遅れて剛体である模擬胎
児部材２による力が使用者２００に加わる。
【００３５】
　図６は、ｘ軸の正の方向に一定速度で歩行する使用者２００が減速した際の模擬胎児部
材２の動きを模式的に示す図である。一定速度で歩行中は、加速度が０ｍ／ｓ２であるた
め、ｘ軸方向において模擬胎児部材２が使用者２００に及ぼす力はない。使用者２００が
減速すると、慣性の法則により、液体３と模擬胎児部材２とが液体保持部１を介して、使
用者２００にｘ軸の正の方向に力を作用させる。このとき、流体である液体３による力が
先に使用者２００に加わり、遅れて剛体である模擬胎児部材２による力が使用者２００に
加わる。
【００３６】
　図７は、椅子に座った使用者２００が椅子からｙ軸の正の方向に立ち上がる際の模擬胎
児部材２の動きを模式的に示す図である。椅子に座った静止時は、加速度が０ｍ／ｓ２で
あるため、ｙ軸方向において模擬胎児部材２が使用者２００に及ぼす力はない。使用者２
００が立ち上がりを開始すると、慣性の法則により、液体３と模擬胎児部材２とが液体保
持部１を介して、使用者２００にｙ軸の負の方向に力を作用させる。このとき、流体であ
る液体３による力が先に使用者２００に加わり、遅れて剛体である模擬胎児部材２による
力が使用者２００に加わる。
【００３７】
　図８は、椅子からｙ軸の正の方向に一定速度で立ち上がった使用者２００が立ち上がり
を終了する際の模擬胎児部材２の動きを模式的に示す図である。立ち上がり時は、加速度
が０ｍ／ｓ２であるため、ｙ軸方向において模擬胎児部材２が使用者２００に及ぼす力は
ない。使用者２００が立ち上がりを終了すると、慣性の法則により、液体３と模擬胎児部
材２とが液体保持部１を介して、使用者２００にｙ軸の正の方向に力を作用させる。この
とき、流体である液体３による力が先に使用者２００に加わり、遅れて剛体である模擬胎
児部材２による力が使用者２００に加わる。
【００３８】
　以上詳細に説明したように、妊婦体験用部材６０によれば、剛体である模擬胎児部材２
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は、流体である液体３とともに液体保持部１の内部に配置されるため、妊婦体験用部材６
０は液体の力学と剛体の力学を統合した力学に従う力を使用者２００に及ぼす。これは、
妊婦の動作時に子宮内の羊水中の胎児が妊婦に及ぼす影響に近く、使用者２００に妊婦の
動作をより忠実に体験させることができる。また、妊婦体験用部材６０によれば、模擬胎
児部材２の重量及び重心位置の変化も使用者２００に体験させることができる。
【００３９】
　また、妊婦体験用装着具１００を用いて、使用者２００の動作分析を行うことで妊婦の
動作の特徴をより詳細に解明することができる。また、妊婦体験用装着具１００によれば
、使用者２００に妊婦の動作をより忠実に体験させることができるため、事前に使用者２
００に妊婦の状態を体験させておくことで、妊娠時の危険の回避に役立てることができる
。
【００４０】
　また、本実施の形態では、液体保持部１は、液体３を出し入れ可能な液体取り換え口を
備えることとした。これにより、妊婦体験用部材６０の使用後に、液体保持部１から液体
３を抜いて洗浄、乾燥できるので、衛生面で優れる。また、使用時には、体験したい妊娠
時期の羊水の量及び重さに合わせて、液体３の体積を調整できる。また、液体３の体積は
、妊婦の腹囲に基づいて調整してもよい。例えば、妊娠３０週頃の場合、妊婦体験用装着
具１００を装着して、使用者２００の恥骨結合から液体保持部１の最も離れた箇所までの
高さ（子宮底長に相当）が２５～３０ｃｍ、好ましくは２８ｃｍになるように、液体３の
量を調整してもよい。また、妊婦体験用装着具１００を装着して、妊婦体験用装着具１０
０を含む使用者２００の腹囲が７０～９０ｃｍ又は７５～８５ｃｍ、好ましくは８０ｃｍ
になるように、液体３の量を調整してもよい。
【００４１】
　なお、本実施の形態では、妊娠３０週頃を想定して、模擬頭部４及び模擬体部５の重量
比並びに模擬胎児部材２の重量を設定したが、体験したい妊娠時期の胎児の体重等に基づ
いて模擬頭部４及び模擬体部５の重量比並びに模擬胎児部材２の重量を適宜調整すること
で、妊娠３０週頃に限らず、任意の時期の妊婦の状態を使用者２００に体験させることが
できる。
【００４２】
　なお、本実施の形態では、模擬胎児部材２が、模擬頭部４及び模擬体部５が連結されて
形成されているとした。これにより、模擬頭部４及び模擬体部５を比重の異なる物質で形
成することができるので、胎児の頭部と頭部以外の部位との間での重量及び比重の相違を
模擬胎児部材２に反映させることができる。例えば、金属で形成された模擬頭部４は、胎
児の頭部の重量及び硬さを再現するのに好適で、樹脂で形成された模擬体部５は胎児の頭
部以外の部位の重量及び柔軟性を再現するのに好適である。
【００４３】
　模擬頭部４は、第１の樹脂で形成され、模擬体部５は、第１の樹脂より比重の小さい第
２の樹脂で形成されてもよい。この場合の第１の樹脂及び第２の樹脂の組み合わせとして
は、例えばポリテトラフルオロエチレン等のフッ素樹脂及び塩化ビニル樹脂、フッ素樹脂
及びアクリル樹脂、塩化ビニル樹脂及びポリプロピレン樹脂等が挙げられる。模擬頭部４
を第１の樹脂で形成し、模擬体部５を第１の樹脂より比重の小さい第２の樹脂で形成する
ことで、胎児の頭部と頭部以外の部位との重量のバランスを模擬胎児部材２に反映させる
ことができ、さらに模擬頭部４にある程度の柔軟性をもたせることができる。
【００４４】
　また、模擬頭部４を第１の樹脂で形成した場合、模擬頭部４は、鉄、鉛等の金属又は該
金属からなるバラストを内部に備えてもよい。これにより、胎児の頭部と頭部以外の部位
との重量のバランスをさらに細かく調節することができる。
【００４５】
　なお、上述の金属は鉄にかぎらず、コバルト、ニッケル、アルミニウム、コバルト、マ
ンガン、真鍮、合金などでもよい。また、樹脂は塩化ビニル樹脂以外にも、オレフィン系
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ポリ塩化ビニリデン、ポリスチレン、ポリウレタン、ＡＢＳ樹脂、ＡＳ樹脂、アクリル樹
脂等であってもよい。樹脂として軟質樹脂を用いることで、胎児の頭部以外の部位の形状
を任意に変更することができる。なお、模擬頭部４と模擬体部５とは接着剤に限らず、互
いに嵌り合う凹凸等で連結されてもよい。
【００４６】
　また、本実施の形態では、模擬頭部４の表面は、防錆加工が施されてもよいこととした
。これにより、液体３による模擬頭部４の錆つきを防止することができる。なお、液体３
に公知の防錆剤を加えてもよい。
【００４７】
　上述した実施の形態は、本発明を説明するためのものであり、本発明の範囲を限定する
ものではない。すなわち、本発明の範囲は、実施の形態ではなく、特許請求の範囲によっ
て示される。そして、特許請求の範囲内およびそれと同等の発明の意義の範囲内で施され
る様々な変形が、本発明の範囲内とみなされる。
【産業上の利用可能性】
【００４８】
　本発明は、看護学校及び母親学級等で使用される妊婦体験用装着具に好適である。
【符号の説明】
【００４９】
　１　液体保持部
　２　模擬胎児部材
　３　液体
　４　模擬頭部
　５　模擬体部
　１０　本体部
　２０　模擬乳房部
　３０　肩掛け部
　４０　格納部
　５０　ファスナー
　６０　妊婦体験用部材
　１００　妊婦体験用装着具
　２００　使用者
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